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毛呂山町立小・中学校編成計画（案）に関する説明会 会議録

日 時 令和６年１月１６日（火） １８：３０～１９：５０
場 所 毛呂山町東公民館 学習ホールめじろ
参加者等 未就学児・小学校・中学校保護者（混合） １２名
毛呂山町 髙沢教育長 石田教育総務課長 土屋学校教育課長

道地教育総務課副課長 三浦学校教育課副課長
市川教育総務課庶務係長 深井教育総務課庶務係主任

発 言 者 内 容
石田課長

髙沢教育長

お忙しい中、毛呂山町立小・中学校学校編成計画（案）についての説明会
にご出席をいただきまして誠にありがとうございます。このたび教育委員
会では、子どもたちにより良い学校のあり方について再検討をし、学校教
育における課題、今後の児童・生徒数の推移、必要とされる教室数、既存
学校校舎の維持、更新などの教育的環境を解決するため、最も望ましい施
設形態とその時期を示す毛呂山町立小・中学校学校編成計画（案）を制定
いたしました。本日の説明会は、この編成計画（案）に関しての説明会と
なっておりますので、よろしくお願いします。本日の説明会でございます
が、人数の把握をするために事前に参加希望者を募り確認をさせていただ
きました。ご協力をありがとうございました。説明会につきましての撮
影、録音についてはご遠慮いただきますようお願いいたします。なお、事
務局の方では議事録など作りましてホームページに掲載したいと考えてお
りますので、録音の方をさせていただきます。それでは、毛呂山町立小・
中学校編成計画（案）について説明会を開催したいと存じます。最初に、
教育長よりご挨拶をいただきます。

改めまして、みなさんこんばんは。毛呂山町教育委員会教育長の髙沢でご
ざいます。どうぞよろしくお願いいたします。開会にあたりまして一言ご
挨拶を申し上げます。
まず、１月１日に発生しました能登半島地震において尊い命を失われた
方々に心よりお悔やみ申しあげます。また、震災等で被災された方々に一
日も早い元の生活が可能な限り戻るように私たちの方もいろいろな支援を
ぜひさせていただきたいと思います。新聞、ニュース等の報道によります
と、中学生が集団で県内、石川県内で移転すると。学校等の施設を使って
受験等に備えるための勉強を始めたというような報道もありました。大変
過酷な中での学校の展開やそして地域の生活を強いられていること、我々
の方もできる限りの支援と言いましたけれども、物資両面でぜひ支えてい
けたらと思います。皆様にもぜひご協力をよろしくお願いいたします。
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司会の方から申したとおり、毛呂山町の小・中学校の編成計画の案につい
て今日は説明をさせていただきます。今まで色々こういう諸計画等踏まえ
ながら学校の編成等については検討してまいりました。
平成の２５年に、まず検討会を持ちましてその後にその提言等をいただき
まして、平成３０年に今の小・中一貫教育の基本となる未来を拓く人づく
り～小中一貫教育プロジェクト～というこの基本方針に則って未来を拓く
子どもたちを育成していくというプランに則って小中一貫教育の方を進め
させていただいております。毛呂山中学校区では毛呂山小、泉野小と、毛
呂山中、川角中学校区の方では川角小、光山小と、川角中学校。毛呂山は
ちょうど二つの中学校区にそれぞれ小学校２校ということで９年間を見通
した教育活動を展開するには、大変望ましい環境にございました。昨年度
までに色々な検討会と申しましたが、実はその途中で、小学校で１クラス
３５人と３５人学級が展開されたり、あるいはコロナ禍での学習形態や学
習環境の変化によって当時の編成計画ではなかなかうまくいかないなとい
うことも生じてきました。そこで昨年度、小・中学校のあり方検討委員会
というのを設置しまして、またここで委員の皆さんからご意見等いただい
た次第です。それらを元に今回、小中学校の編成計画案を策定いたしまし
て、それぞれの中学校区で９年間を見通した教育活動を展開するにはどの
ような施設形態、またどのような教育の内容が望ましいのかということで
それを教育委員会で十分練りあげて今日ここで説明をさせていただきま
す。小学校６年間、中学校３年間これを９年間のひとくくりとしてそれぞ
れの成長段階に合わせた学習活動を展開していくということです。そのた
めに我々の方は人的な環境とそれから施設設備等の物的な環境この両方を
きちんと準備させていただきたいということです。特に施設設備について
はこれから申し上げますが、施設の老朽化ですとか、これから維持してい
くためにどのような形が望ましいのか、また日頃の学校教育の中でどうい
うことをやっていくと子どもたちがさらにより良く成長していくのか、先
生方の研修であったりそれから教育を行う実際の内容であったり教科の勉
強であったりそういうところを総合的に勘案してこの計画をまとめさせて
いただいた次第です。実際には開始年度が１１年ということで設定させて
いただいてますが、今から着実に準備をしていって今の子どもたちにもそ
の教育内容が、十分実施できるようなそういう形でぜひ進めていきたいと
思います。この後スライド等見ていただきながら説明はさせていただきま
すが、またなんかご質問やら気になることがありましたら遠慮なくご意見
等いただければありがたいかと思います。貴重な時間をこれから共有させ
ていただきますのでどうぞ有効な時間になりますようにご協力いただけれ
ばと思います。どうぞよろしくお願いいたします。
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石田課長

石田課長

道地副課長

ありがとうございます。
本日の説明会に際し、職員などの紹介をさせていただきます。

～教育長、事務局の順に自己紹介～

それでは、教育総務課道地副課長よりご説明をいたします。

教育総務課の道地と申します。説明会に入る前に、お配りした資料の確認
をさせていただければと思います。次第、資料、感想記入用紙になりま
す。お手元にございますでしょうか。感想記入用紙におきましては、申し
訳ございませんが何かございましたらご記入いただき、お帰りの時に受付
のカゴの方に入れていただければと思いますので、よろしくお願いいたし
ます。今回の説明に関しましては、この資料を元に進めさせていただきま
すが、この資料が白黒という部分と一部資料がないものもございますので
できればスクリーンを見ていただければと思います。それでは説明に入ら
せていただきますが、以後説明と質疑応答については着座にて説明させて
いただきます。
初めに、実施時期と施設形態についてですが、小中一貫教育の更なる充実
と児童生徒のよりよい教育環境を整備するために、川角中学校区は施設一
体型小中一貫校、毛呂山中学校区は施設隣接型の小中一貫校という形で、
両中学校区とも令和１１年度の開設を目指すことといたしました。このよ
うな結論に至った経緯についてお話をさせていただきます。
平成の時代から少子高齢化が社会的にも大きな課題となっていました。そ
のような中で、少子化に対応した学校規模の適正化は全国的に大きな課題
でもあり、平成２７年１月に文部科学省から公立小学校・中学校の適正規
模適正配置等に関する手引きが出されております。手引きの中では、「児
童生徒が集団の中で多様な考えに触れ、認め合い、切磋琢磨することを通
じて１人ひとりの資質や能力を伸ばすという学校の特質を踏まえ、小中学
校では一定の集団規模が確保されていることが望ましいと考える。」とさ
れております。画面、資料には記載されておりませんが、学級数が少ない
ことによる学校運営上の課題といたしまして、クラス替えが全部または一
部の学年でできない、クラス同士が切磋琢磨する教育活動ができない、運
動会・文化祭・遠足・修学旅行等の集団活動・行事の教育効果が下がる、
生徒指導上課題がある子どもの問題行動にクラス全体が大きく影響を受け
る、児童生徒から多様な発言が引き出しにくく授業展開に制約が生じる、
このような学校運営上の課題が児童生徒に与える影響といたしまして、集
団の中で自己主張をしたり、他者を尊重する経験を積みにくく社会性やコ
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ミュニケーション能力が身につきにくい。児童生徒の人間関係や相互の評
価が固定化しやすい、教員それぞれの専門性を生かした教育を受けられな
い可能性がある、切磋琢磨する環境の中で意欲や成長が引き出されにく
い、進学等の際大きな集団への適用に困難を来す可能性がある、多様なも
のの見方や考え方・表現の仕方に触れることが難しい、多様な活躍の機会
が無く多面的な評価の中で個性を伸ばすことが難しいなどが挙げられま
す。そういった形で、小学校では１学年２学級以上が望ましい、中学校で
は 9学級程度を確保することが望ましいという形となっております。
それでは、子どもたちの置かれている現況について詳しく見ていきたいと
思います。こちら平成２７年の文部科学省の「少子化に対応した活力ある
学校づくり」に関する参考資料より、生産年齢人口の推移となっておりま
す。赤い線が生産年齢人口、緑が高齢者人口、青が児童生徒の人口となっ
ております。子どもの数が減少するに伴って、生産年齢の人口は減少して
いき、高齢者の人口は増加していきます。いわゆる少子高齢化です。こち
らは共働き世帯の推移となります。昭和５５年から平成２５年になります
が、青色が共働き世帯となっております。共働き世帯の数が昭和から平成
で急激に増えているのがわかります。平成３年・４年あたりで共働き世帯
が逆転しております。続きまして現在の状況になります。先ほどの画面昭
和５５年とは完全に逆転していることがわかると思います。こちらは令和
２年度国勢調査の結果から、世帯数と１世帯あたりの推移を表したグラフ
になります。棒グラフが世帯数、赤の線が１世帯あたりの人数となってお
ります。世帯数は増えていって、１世帯あたりの人数は減っている状況で
ございます。令和２年は１世帯あたりの人数は２．２７人という形になり
ます。こちらは、児童のいる世帯の状況となってございます。右側の白い
部分が児童のいない世帯ですが児童のいる世帯数が右、児童のいる世帯数
の平均児童数も減っているのがわかると思います。こちらは家族の中で、
対人関係を形成する組み合わせを示したものでございます。２人家族では
１通り、３人家族では４通り、クレヨンしんちゃんのような４人家族では
１１通り、５人家族では２６通り、サザエさんのような７人家族では１２
０通りとなります。先ほど、児童のいる世帯の状況を確認しましたが、今
の子どもたちは家族の中で対人関係を形成するのが難しくなってきていま
す。そのため、学校において多様な人間関係を経験することが重要となり
ます。こちらは毛呂山町の児童生徒数の推移となっております。児童生徒
数は、昭和６０年度の５，２７５人をピークに減少しており、令和５年度
では１，８０１人となっており、ピーク時に比べると約３４％まで減少し
ているということになっております。続きまして、こちらは児童生徒数の
将来推計となります。減少してきた児童生徒数は、今後も減少していくこ
とが推測されます。こちらは学級数と教員数となります。括弧内は特別支
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援学級です。令和１１年度以降には、光山小学校、泉野小学校が全ての学
年で単学級となる見込みとなっております。また、教員数については、小
学校で校長、教頭、養護教諭、事務職員を除いた担任以外の教員について
は光山小学校はすでに１人となっております。泉野小学校は令和７年度か
ら、川角小学校は令和１１年度から、毛呂山小学校は令和１５年度から担
任外は１人となる見込みとなっております。続きまして、小中学校施設の
建築年度でございます。町の小中学校は６校ありますが、見ていただいて
いるとおり全ての学校が建築後４０年以上経過している状況です。こちら
は、小中学校の改修の状況です。耐震改修、空調改修、トイレ改修、大規
模改修の状況です。この中で下の赤枠内の大規模改修ですが、工事が済ん
でいるのが毛呂山中学校と川角中学校になります。毛呂山小学校は体育館
の大規模改修が済んでいます。今後、全ての学校を存続させるためには大
規模改修が済んでいない小学校に対して大規模改修が必要と考えていま
す。毛呂山町の教育をめぐる状況を説明してきましたが、児童生徒数の減
少、児童生徒数の減少に伴う教職員数の減少、施設の老朽化などこれら毛
呂山町の教育をとりまく課題に対して教育委員会では検討委員会等を立ち
上げて協議して参りました。平成２５年・２６年度には毛呂山町立小中学
校将来構想検討委員会において学校の適正規模について提言をいただいて
おります。小学校では各学年２クラス以上、中学校では各学年３クラス程
度が望ましい。通学においては、小学校では４０分以内、中学校では１時
間以内、ここの通学４０分以内というのは通学距離にするとおおむね３キ
ロという形で提言をいただいております。平成２８年・２９年度には毛呂
山町学校教育環境等検討委員会において児童生徒の今後の教育環境につい
て検証を行いました。その結果、平成３０年に未来を拓く人づくりプロジ
ェクト基本方針を作成し、小中一貫教育に取り組んでおります。こちら
は、未来を拓く人づくりプロジェクト基本方針のグランドデザインになっ
てございますので、後ほど資料の方で確認させていただければと思いま
す。
小中一貫教育の導入の主な狙いです。小中学校９年間の見通しを持ち、連
続性のある学習活動を展開し、学力や体力の向上を図ること。また、小学
校から中学校へのスムーズな移行により、中１ギャップを解消して中学校
段階での学習のつまづきや不登校の解消を図ること。さらに教職員が、子
どもの学びの連続性について小中学校教職員の相互理解を進め、学習指
導・生徒指導等の充実・改善を図ることで更なる学習向上や不登校の解消
を目指してまいります。それでは、令和３年度に小中一貫教育の取り組み
がゆずの里ケーブルテレビにて放映されましたので、それをご覧いただき
たいと思います。
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～ゆずの里ケーブルテレビの映像を流す～
（令和３年１１月１６日 川角中学校区令和３年度第１回小中一貫教育合
同研修会）

今、見ていただいたのが小中一貫教育の授業の様子となりまして、毛呂山
町としてはこういった形で小中一貫教育を進めているところでございま
す。続きまして、また説明に戻らさせていただきます。
こちら令和５年１月２７日に毛呂山中学校で小中一貫教育合同研修会が行
われました。この日は、３時間目から毛呂山小学校の 6年生が毛呂山中学
校で授業を行っております。こちら５時間目の公開授業の様子です。６年
１組が社会科の授業、６年２組が英語の授業を行っております。どちらも
中学校の内容でしたが、授業の終わりに中学校教員から「集中して授業に
取り組み、内容を理解して積極的に発言できていてすごい」と褒められて
いる場面がありました。小学生たちは目を輝かせて、自信に満ちた表情を
しているのが印象的でした。また、小学生から「中学校の校舎だけど、小
学校の先生がいてよかった」との感想もあったようです。小学校教員と中
学校教員が同じ教室で授業を行うことは児童生徒の安心できる環境である
と改めて気づかされました。続きまして、こちらは給食の様子となりま
す。中学生が小学生の配膳を手伝っています。中学生の思いやりの心が育
っていることを感じられました。続きまして、こちらは清掃の時間になり
ます。毛呂山中学校では清掃の時間は一切おしゃべりをしない無言清掃を
行っています。無言で一生懸命に掃除をする中学生の姿を見て、６年生も
同じように一生懸命掃除をしていました。こちらは、昼休みの様子になり
ます。中学生が６年生を誘って大繩を楽しんでいました。小学生から「休
み時間に中学生と遊べて楽しかった」と言っていたようです。今後もこの
ような交流をすることで、中学校への進学の不安を軽減し小学校から中学
校への滑らかな接続ができるようにしていきます。また、泉野小学校の６
年生も毛呂山中学校で同じように授業を行いました。こちらは、毛呂山町
小中一貫教育の義務教育９年間の捉え方です。今後も小学校６年間と中学
校３年間を分けることなく、義務教育９年間を一体として捉え、小学校か
ら中学校へ滑らかな接続を目指し、夢を持ち世界に羽ばたく毛呂山の子ど
もを育成するために小中一貫教育を推進して参ります。このような小中一
貫教育の更なる充実と、児童生徒のより良い教育環境整備をするために、
川角中学校区は施設一体型の小中一貫校、毛呂山中学校区は施設隣接型の
小中一貫校を令和１１年度の開設を目指して参ります。
それでは、施設一体型・隣接型で目指す一貫教育でございますが、一体
型・隣接型では小学校と中学校の教員が同じ校舎または同じ敷地にいるた
め教員同士の連携がしやすくなります。そのため、中学校教員などの乗り
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入れ指導などが充実し、小学校における教科担任制の更なる強化を図るこ
とができます。また、授業や部活動などの指導内容や指導方法を共有しや
すく、児童生徒の学習や成長をより効果的にサポートをすることができま
す。さらに、中学校には数学室や外国語室を整備し、生徒の学びたい気持
ちを引き出す、後ほどまた説明させていただきますが、教科センター方式
を導入し、児童生徒の学力向上を図ります。次に、児童生徒の交流につい
ても、児童生徒の交流する機会が増え、異学年理解や協働学習が促進さ
れ、上級生は下級生に対する思いやりやリーダーシップの育成、下級生に
は目標にすべき身近な生徒像の具象化を図ることが期待できます。家庭・
地域の交流については、会議室、コミュティルーム、コミュニティスペー
スを整備し、学校が地域コミュニティの拠点となるようにして参ります。
また、一体型・隣接型となるため、保護者や地域の方にとって、より効率
良く学校との協働ができるものと考えております。保護者や地域の方との
交流の充実を図り、家庭・地域と一体となって児童生徒を育成して参りま
す。
こちらは統合年度等です。まず、川角中学校区です。川角小学校と光山小
学校を統合し、川角中学校の敷地・既存校舎を利用するとともに、川角中
学校敷地内に小学校校舎を増設する施設一体型の小中一貫校で令和１１年
度の開設を目指します。令和１１年度の川角小学校の推計児童数は１７７
人、学級数は特別支援学級２学級として９学級です。光山小学校の推計児
童数は１４９人、特別支援学級２学級として８学級となっております。川
角小学校と光山小学校を統合した小学校の推計児童数は３２６人、特別支
援学級を２学級として１５学級となる推計です。統合後の小学校の児童数
は、現在の川角小学校が３２１人ですので、ほぼ同じ人数です。また、統
合することで担任外の教諭が２人となる予定です。続きまして、毛呂山中
学校区です。毛呂山中学校区は小学校と中学校の敷地がもろっ子橋で繋が
っており、敷地を一体的に利用することができます。これは、施設一体型
とほとんど変わらない立地となります。そこで、毛呂山小学校と泉野小学
校を統合し、毛呂山中学校と毛呂山小学校の隣接した敷地・既存校舎を利
用し、毛呂山小学校を大規模改修し、施設隣接型の小中一貫校で令和１１
年度の開設を目指します。令和１１年度の毛呂山小学校の推計児童数は２
６６人、特別支援学級を２学級として１４学級でございます。泉野小学校
の推計児童数は１８２人、特別支援学級を２学級として８学級となってお
ります。毛呂山小学校と泉野小学校を統合した小学校の推計児童数は４４
８人、学級数は特別支援学級を２学級として１７学級となる見込みです。
統合後の小学校の児童数は、現在の毛呂山小学校の３２２人より多くなり
ます。クラス数では、１年生から３年生までが２クラス、４年生から６年
生までが３クラスとなる予定となっております。統合するそれぞれの小学
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校について、教育委員会の基本的な考え方として、毛呂山小学校と泉野小
学校については、毛呂山小学校の歴史を継承していくこと。川角小学校と
光山小学校については、川角小学校の歴史を継承していくことを考えてい
ます。学校名や校旗、校章、学校の沿革史などは毛呂山小学校・川角小学
校のものを継続していくことを基本方針と考えています。こちら川角中学
校の敷地イメージでございます。画面のピンクのところになりますが、増
築校舎は校舎の西側・プール横あたりを検討しています。こちらは職員室
からのグラウンドへの視野確保、野球場、テニスコートの確保を考えた場
所となります。学童保育所を移設し、学童保育児に対しての放課後の居場
所に対する安全確保をいたします。更に、小学校が統合することにより通
学距離が長くなる小学生児童に対してのスクールバスの整備をいたしま
す。その発着所のイメージを、右下になるんですけれども、お示ししてお
ります。こちら今後の基本設計などで詳細を決定していきますが、まずは
教育委員会で検討した結果でございます。こちらは川角中学校の増築校舎
のイメージになります。こちらは１年生から４年生までが利用する増築校
舎で、５年生・６年生は既存中学校舎を利用する形となります。１年生か
ら４年生までは、特別教室の利用頻度など学校での生活スタイルが似通っ
ており、中学生との体格差などにより、ゾーニングなども考え、増築校舎
の教室整備でございます。増築校舎にはオープンスペースなどの整備を検
討し、多様な学びを促すことにより学びに向かう力の育成に努めて参りま
す。また、小学生４年生以下が理科・図工・音楽で利用する多目的教室を
配置する予定となっております。こちらは多目的室の他の自治体のものに
なりますが、イメージとなっております。このような形で、多目的室を整
備していくことを考えています。また校舎については木質化・木造などを
検討して参ります。続きまして、こちらは川角中学校の既存校舎のイメー
ジです。小学５年生・６年生と中学生、特別支援学級の児童生徒が主に利
用することになります。５年生・６年生の教室を中学校舎に整備すること
により、中学校の教員に授業を補助していただく機会が増え、小学校高学
年からの教科担任制の強化が図られます。また、小中学生が一緒に生活す
るための成長過程に応じた更衣室なども配置して参ります。中学校の教室
を活用した教科センター方式を導入して参ります。教科センター方式と
は、英語教室・数学教室のように教科ごとに教室が決まっている方式で
す。教員が教えるクラスに合わせて教室を移動するのではなく、生徒が受
ける教科によって教室を移動します。生徒が受け身で待っているのではな
く、自ら学びに行くという姿勢が育まれます。また、専用教室には数学な
らグラフ黒板を常設したり、英語なら英語の掲示物を掲示したり、英字新
聞や洋書を並べるなど教科の学習に特化した環境を整えることができま
す。各教科の教室にすべての授業の用意が整っているので、チャイムが鳴
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石田課長

って授業が始まると同時にその教科の学習に専念することができます。生
徒の学びたいという気持ちが高まり、学力の向上につながることが期待で
きます。続きまして、毛呂山小学校・毛呂山中学校の敷地イメージです。
毛呂山小学校と毛呂山中学校は図中央のもろっこ橋で繋がっており、敷地
を一体的に利用することができます。施設整備ですが、毛呂山小学校を大
規模改修をし、小学校校舎として利用します。また、学童保育所につきま
しては、入所児童推計により泉野小学校の児童も既存の毛呂山小学校内の
学童保育所を利用し、学童保育児に対しての放課後の居場所に対する安全
確保をいたします。さらに、小学校が統合することにより通学距離が長く
なる小学生児童に対してスクールバスの整備をいたします。その発着所の
イメージを左上に赤く塗ったところですが、お示しています。毛呂山小学
校の校舎イメージです。現在の使用状況と変わらず、１年生から６年生ま
での小学生が利用します。毛呂山中学校の特別教室及び小中一貫教室を利
用し、中学校との交流機会を多くしていくため、南側のＡ棟のみの大規模
改修を行います。また、大規模改修の際にはコミュニティスペースを整備
し交流の充実に努めて参ります。校舎の大規模改修は、このような形の木
質化を検討しております。毛呂山中学校校舎のイメージです。中学１年生
から３年生までの中学生が利用します。小学５年生・６年生が授業を行う
小中一貫教室を整備することにより、中学校の教員に授業を補助していた
だく機会が増え、小学校高学年からの教科担任制の強化が図られます。ま
た、中学校の教室を利用した教科センター方式を導入することにより、生
徒の学びたいという気持ちが高まり、学力の向上につながることが期待で
きます。こちらは、統合準備委員会、部会の案となりますが、統合に関わ
る色々なことに対して準備委員会を立ち上げ、スムーズに進められるよう
努めて参ります。
今後のスケジュールです。１２月は既に説明会を実施させていただきまし
た。今後１月にかけて編成計画（案）を説明し、ご理解いただけるように
努めて参ります。１月から２月にかけて今既に始まっておりますがパブリ
ックコメントを実施し、３月に計画の策定と考えています。また、令和１
１年度の開校に向け、設計、工事を順次進めて参ります。説明は以上とな
ります。ありがとうございました。

ありがとうございました。それでは、これからただいまの説明などに対し
て質疑応答に移らせていただきたいと思います。挙手をいただければ、ご
指名いたしましてマイクをお渡しいたしますので、お名前を名乗っていた
だいてご質問をお願いしたいと思います。こちら質疑に対して回答する職
員なのですけれども、申し訳ございません着座にてのご回答というふうに
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Ａ

石田課長

Ａ

土屋課長

Ａ

石田課長

Ａ

石田課長

B

させていただきますのでよろしくお願いいたします。それでは、どなたか
ご質問などございますでしょうか。

Ａと申します。小中一貫教育のより良い環境を整備するということはよく
わかったのですが、通学面での心配はかなりあるので、その辺の具体的な
ことというのは決まっていますか。

通学面の具体的なところというご質問でございますが、今はスクールバス
の方を先程の説明でありましたとおり基本的な距離といたしまして３キロ
メートル以上のところに準備をしたいというふうに考えております。

その、時間が４０分以内というのは何年生を目安にした時間でしょうか。

４０分以内というところで提言を受けておりますが、距離にして３キロと
いうところでの考えでございます。

１年生と６年生では歩くスピードが違うと思いますので、何年生が４０分
で帰ってこれるのか、そこが、はい。

通学、スクールバスの目安なのですけれども、お時間で基準をということ
ではなくて、距離で基準の方を設けたいと考えておりますので、小学生の
どちらの学年も３キロというふうに考えております。

分かりました。ありがとうございます。

その他にご質問ある方いらっしゃいますでしょうか。

泉野小学区Ｂです。今回のお話しを聞きまして、小中一貫校自体について
はとても建物の老朽化も含めると必要なことではないかなという印象はあ
るんですが、実際にこのカリキュラムっていうのが毛呂山中学校区と川角
中学校区と、隣接型と一体型っていうころで距離的には近いとはいえ、や
はり同じ校舎内で学んでいるかそうでないかっていう違いによっては子ど
もたちとのその接点とか、中学生と小学生の子どもたちとの接点がやはり
違いが出てしまうのかなという印象が強くあるんですね。やはり毛呂山小
学校と泉野小学校が一緒になって校庭で遊ぶにしても、川角学区と毛呂山
学区では身近に中学生のお子さんがいるいないによってやはり遊び方も変
わってくるだろうし学びっていうのも大分変ってくるのではないかなとい
う印象があります。今回、私、泉野小学区ですけれども毛呂山小学区と川
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土屋課長

B

石田課長

角小学区ではやはり行事の内容も大分変っているなという印象がこの１年
ありまして、運動会についても川角小学区は土日に、土曜日に開催、一方
毛呂山小と泉野小は平日で行われたというところではだいぶそのカリキュ
ラムの内容も正直言うと同じ毛呂山町の中でも差が出てるというのが現実
だと思うんです。そのあたりを含めるともう少しそのカリキュラムをより
具体的にお互い双方に一貫する方法のやり方については協議する内容が必
要になってくるのではないかなというような印象もありまして一言、ご提
案というかさせていただきました。なので、子どもたちにその差別化が起
きないようなカリキュラムの方法をぜひご検討いただけたらなというのが
願いでございます。はい、以上です。

私の方からいくつかお答えさせていただきます。カリキュラムについて
は、施設隣接型、一体型と差がないように、こちら工夫してまいります。
なので先ほど毛呂山中学校の方にも専用の小学生が授業を受ける教室等も
設けているような計画になっていますので、この後、統合準備委員会の中
のカリキュラム作成部会というようなところで本当に子どもたちに同じ町
内の学校でありますので、そこは差がないようにまた検討して進めてまい
ります。運動会につきましては、ちょっと余談になってしまうんですが、
今年度につきましてはまだ本当にコロナが５類に変わったところというと
ころもありまして、あと学校行事は基本的にはやはり学校の、学校長の考
えのもとでやっているというところもありますので、今年度につきまして
は各学校コロナ禍の状況も踏まえての実施となっております。来年度につ
きましてはもう５類になりましたので例年と前と同じような形での、実施
日については土曜日開催と、中学校と小学校それぞれ合わせた同じ日とい
うような形で今は進めておりますので、またそういった部分も含めて町内
同じ児童生徒毛呂山町に住んでいる子どもたちでありますのでそういった
ところは各学校連携をして合わせていくような形で今現在も色々なところ
で調整して進めておりますので、ますます一貫教育ということで進めてい
ますので、ちょっとコロナの関係で足踏みはしていたんですが、そういっ
た部分もまた連携をとって小・中の教員、また学校間分け隔てなく情報共
有しながら進めてまいりますのでぜひまた今後ともご協力いただければと
思います。

ありがとうございました。よく理解しました。ぜひまた検討をしていただ
きたいと思います。お願いします。

ありがとうございました。他に何かご質問などある方いらっしゃいますで
しょうか。
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Ａ

石田課長
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石田課長

すみません、また通学面でのことで。やっぱり心配なので。ここに説明会
に参加されていない保護者の方もたくさんいらっしゃる中で子どもが安全
に登校できるか下校できるかっていう不安があるままこの計画を進めてい
くのは、納得してから進めていただきたいなというのがあるので、やっぱ
り不安な部分を解消する、あの最後までしっかりと提示していただく機会
っていうのはこれから設けていただけますか。

ご質問ありがとうございます。こちらの説明会の前に広聴会というかたち
でいろいろな方のご意見を保護者の方々や地域の方々ご意見を伺えた中
で、やはり通学路の心配というのは保護者の方の中の大きなご心配であっ
たと捉えております。その中で通学の距離が変わってしまう児童に対して
スクールバスの方をご準備、整備させていただくというところはこちらの
計画でもお示しさせていただいております。また準備委員会の中でさらに
具体的にどのように進めていくかということは決めさせていただきまして
その都度保護者の方々にお伝えしたいと考えております。

ありがとうございます。

ありがとうございます。お願いいたします。

川角学童に通わさせていただいています。Ｃと申します。よろしくお願い
いたします。先ほどから通学ってところで３キロ、４０分って話で説明あ
って３キロ超える方に関しましてはスクールバスといった形であったと思
うんですけど、これに関して例えば、私共でいうところですと今１．５キ
ロから２キロぐらい通ってらっしゃる方いると思うんですけど、そこから
さらに川角中まで約１キロぐらいプラスされる形になるわけじゃないです
か。それに関して子どもの足で４０分とはいえその１キロっていう距離を
さらに伸ばしたいく安全面の考慮も含めまだ何も分かっていない状況で進
めている状況だとは思うんですけど、その３キロっていうところの距離っ
ていうのは子どもの足での１キロプラスていうものに関して 3キロでなけ
ればいけないというところはあるんですか。

ご質問ありがとうございます。３キロという基準にした中では今回急に教
育委員会の方で決めた距離というわけではございません。説明の方でもご
ざいましたとおり、検討委員会などを重ねていく中で、３キロ以上が、と
いうところが出てきたところの数字となっております。スクールバスを出
して距離が変わってしまった子に対する通学環境の整備というところもご
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石田課長

Ｃ

土屋課長

Ｃ

石田課長

Ｄ

ざいますけれども、また他の部分で通学班の編成など、そういうところも
準備委員会の方でしっかりと検討して安全な通学というところをしっかり
と考えていきたいというふうに考えますので、ご理解をお願いしたいと思
います。

ありがとうございます。従ってなんですけど、現状でいうと私共で言いま
すと、７時２０分ぐらいか、というようなかたちで学童班で通学する形を
とっているんですけど、結果として３キロ未満であればさらに２０分ない
し３０分の通学距離が増えると思うんですよ。そちらも加味した上での３
キロの設定っていうことでよろしいんですよね。

申し訳ありませんでした。そうですね。おっしゃるとおりそういうところ
も総合的に判断をして色々これから具体的に決めていきたいというふうに
は思います。

あと、１点なんですけど、令和１１年度から統合になるということですけ
ど、いきなりその１１年度の４月 1日から通学の方向だとかシステムが変
わる状況で、導入するまでの過程で、変な話ですけど、お試しみたいなこ
とも検討されているということでよろしいんですか。

今現在も小中一貫教育ということで、児童・生徒の交流等も行っておりま
す。先ほどもあったように実際に中学校の教室で授業をするというような
こともありますので１１年の前の年度等にはより多く交流活動を増やして
いきますので、より多く交流していく形で今言った登下校についても実際
に登校を中学校の方に直接してみようというような形等もやりながら練習
ではないんですけど、そういったような形はとっていくようなことで予定
しています。

わかりました。ありがとうございます。

その他、ご質問などございますでしょうか。

光山小、Ｄですよろしくお願いします。素朴な疑問なんですけれども、小
学校、中学校って授業時間が違いますよね。他の方から聞いたことがある
話なんですけれども、小中一貫にした場合、休み時間がずれるので小学生
に早く終わった、中学生が授業をしているから、休み時間はお喋りしない
でくださいみたいな指導を受けているみたいな話を聞いたことがありまし
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土屋課長

Ｄ

て、授業時間の違いっていうのはどういうふうに調整をされるなり、どう
いう方針で考えられているか伺ってもよろしいでしょうか。

小学校の方が一コマ４５分、中学校の方が５０分というようなところで５
分ずれがございます。ただ学校の中で２時間目が終わった後の休み時間は
小学生が多くとっています。中学生はどの時間も変わらずになっていて、
給食の時間についても中学生の方が少し短い形になっています。なので１
時間目の開始時刻は一緒にしていった時に終了時刻は５分ずれます。休み
時間は特に変わらないんですが、２時間目が終わった後、業間休みという
ことで小学生は長い休み時間をとりますので、中学生は外遊びはその時間
はしないんですね。小学生は外で遊んで全然かまいませんし、そういった
中で３時間目のスタートが合います。次に合うのが給食を食べた後、掃
除、昼休み等やって。今、中学生は６時間目が終わったあと掃除なんです
が、そこは小学生と同じように合わせていきます。そうすることで５時間
目のスタートも合います。なので大きなずれ等はなく、あと生活について
も、先程図面でいくと、川角中学校の中学生はこちらの校舎の３階４階で
主に生活をしていて、小学生はこちらの 2階となっていますので、そのず
れによってすごく騒がしくなるかといったら、小学生が上に行くような形
はないということで考えています。こちらに特別教室等がありますので、
グラウンドはこの特別教室の外になっていますので外遊びをしていてもす
ごく中学生に迷惑がかかるということはございませんので、そういった面
では時間のずれも途中途中で合わせるような形で行って、うるさくなるの
ではないかという想定はあるのですが、そういったことも特に子どもたち
にストレスがかからず生活できると考えております。

ありがとうございます。５分うるさくならないという予想自体が、子ども
がどれだけうるさくなるか、ちょっと今の段階で予想できないというか。
中学生の子どもがこの時に通うとして、受験期とかに小学生が近いところ
にいるというので、ちょっとそういう物音だったり声だったりというのが
ちょっと気になってしまうのではないかなというのが、素朴な疑問という
か心配としてもともとあったので、１年生から４年生までが違う校舎とい
うことを聞いて、そこは安心したんですけれども、５、６年生がちょっと
それで気を遣うことがどうしてもどこかで生じてしまうんではないかなと
いうのは、階層が１階違うだけというのは割と心元ないというか、できれ
ば５、６年生も違う校舎でできた方がお互いストレスが少なく済むのかな
という感じがしました。中学校に移行する準備段階で５、６年生がそこに
入るという社会科見学的な意味もあると思うのですが。そうですねちょっ
とその休み時間だったり小・中学生のライフスタイルの違いとかのすり合
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土屋課長

Ｄ

土屋課長

わせが始まってからになるのかもしれないんですけれども、お互いストレ
スが少ない方向でちょっと、途中から変更とかしてもらえるのかなとちょ
っと思いました。関連してなんですけれども、中学生の部活って十分でき
る環境があるんでしょうか。小学生が放課後に校庭で遊ぶことができるの
かというのがちょっと、どうなのかなと思いまして。

先程の５、６年生についてなんですけれども、５、６年生になるとやはり
その教室で、廊下ですごく大声を出すとかそういったのは少なくなってま
いりますので、１年生から４年生は別校舎というところもありますし、そ
ういった部分の生活面というのはやはり中学生を見習ってきっとこう成長
してくれるなと確信がありますので、ぜひそういった形で進めていきたい
と思います。部活動関係なんですが、川角中学校の方が、もう実は１１年
度になるとクラス数も減っています、生徒数も減っていますのでそもそも
の部活動自体がどこまでいくつ存続できるかなといったところがございま
す。今の状況より全然減ってしまいますので、そういったところも考えて
はおります。そんな中で放課後は小学生も学校に来て遊ぶこともあると思
います。今考えているのはここが遊具スペースということで、職員室はこ
こにあるんですね。なので先生方の目の行き届き易いところ、遊具スペー
スありますし、ここの、この部分もかなり広くとれますので、そういった
ところでも小学生は遊ぶことができます。テニスコートがあったり、こち
らに野球のグラウンドということでこちらも用意してあります。こういっ
たスペースで十分部活動はできる形で考えています。子どもの数やはり減
っていますので、できれば、小学校のクラブ活動が高学年からあります
が、このクラブ活動も部活動と連携して参加できるような形でやっていく
ことが、やはり子どもたちのこういった活動の、人数が減ってしまうとチ
ームが組めないとか、部活はあるんだけれど、全然野球なんだけれど９人
そろっていないとか、そういったことが今後予想されますので、それこそ
小学生と一緒に早い段階で交流していくことが大事だなととらえておりま
すので、ご理解いただければなと思います。

ありがとうございます。部活を一緒にやる可能性があるということです
か。

部活自体は今後また考えていくのですが、１つは５、６年生から部活に参
加できる形も取れますし、あとは週１回のクラブ活動、５、６年生やって
いるクラブ活動の時だけ部活と一緒に連携できるような形というのも今原
案として考えています。
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Ｄ

石田課長

髙沢教育長

ありがとうございます。小・中学生の体格差であったり、遊んでいる中で
例えば部活でボールが飛んできてあぶないとか。そうですね、すみわけが
出来ていたとしてもそういう不意の予想していないそういう事故とかがか
なり起こりやすい形というか、かなというのがちょっとあるので。そこ
が、合併するにあたって正直、一番心配なところだったんですよね。小・
中学生がそこで共存しているところを見たことがないので自分自身が分か
らないというのがあるんですけれど。すいません、ちょっとなるべく安全
に子どもたちが過ごせるように見ていただければと思います。ありがとう
ございます。

ありがとうございました。どのようなご質問でも結構です。質問がありま
したら挙手をお願いいたします。

私の方からちょっと補足をさせてください。先程、教科センター方式とい
う数学、それから英語に特化した教室をという説明がありました。われわ
れ皆さんもそうだと思うんですけど、経験からいうと、音楽は音楽室、そ
れから理科は理科室、技術は技術科室、家庭科室、技術室とそういう専科
の教室があったかと思いますが、私たちが考えているのは英語とそれから
数学のそれに特化した教室を設置してそこでやはり子どもたちの学びに適
したような環境を作っていきましょうということです。それは実は９年間
のカリキュラムの中で５年生・６年生一部教科担任制というのが入ってい
ます。一部教科担任制。今、例えば音楽ですとか理科が、小学校の方で専
科の先生が授業を見ているそういうところもあります。それに合わせて国
や県の方では、算数、それから理科、外国語、体育、この４つの教科につ
いてもそれぞれ専科教員を配置して学習の深まり、定着をさらに図って行
きましょうそういう提言をいただいております。で、専科の小学校でその
４つの教科等を持つ専科の先生なんですけれども、学級担任の先生は、小
学校でいいますとここまでの４年生まではほとんど担任の先生が授業を持
っています。ここで例えば音楽、それから理科は、専科の先生がっていう
ので、５年生、６年生になってくるとその教科が今入ってきている状況で
すけれども、今言ったとおり国では、４つの教科を専科教員として定着を
図るという、そういう準備を進めています。いきなり外国語、英語を専科
の先生にお願いしたいと言っても今まで９教科の授業をしてきた先生がす
ぐに英語に、とはなかなかいかないところです。でも今、毛呂山の方では
何人かの先生がそちらの方をやっていただいているんですけれども、全て
４校で完璧にっていうわけにはなかなかいかないので、そこで、中学校の
教科担任制の先生方、特に英語なら小学校の外国語に、体育の先生が小学
校の保健体育の授業にという形で中学校の専科の先生、各教科の先生が小
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石田課長

Ｄ

土屋課長

Ｄ

髙沢教育長

土屋課長

学校の方の担任の先生と一緒にティームティーチング等でさらに授業を深
めていきましょう、という取り組みを考えております。ですので小学校の
高学年の先生にはさらに中学校の先生がプラスアルファで入ってさらに教
育内容を深めていくということで子どもたちの教育の充実に当たっていき
たいということで、５年生６年生は例えば川角中学校でいうと、じゃ、中
学校校舎の方で一緒に学びましょうと、いうようなスタイルを取らさせて
いただきたいというのが実情でございます。ご理解いただけましたでしょ
うかと思うんでけれども、そういう形で、子どもたちの教育、小学生の教
育の方にも充実させていきたいということです。よろしくお願いいたしま
す。

ご質問など、ございますでしょうか。

すみません、何度も。Ｄです。ちょっと、うまく聞けるか分からないんで
すけれども、教科の、専科の先生が小学生のことを教えてくれるというの
はすごくいいことだなと思うんですけれども、小学校と中学校の教員免許
って違うものですよね。確か、不勉強で申し訳ないんですけれど、中学校
の先生も小学校の指導の実績が何年かあると小学校の指導に行けるんでし
たっけ。すみません。

免許の関係なんですが、中学校の例えば数学の免許を持っていた場合、兼
務発令ということで、小学校も兼務することができると。申請をしますと
小学校の算数を教えることができます。中学校の国語の免許を持っていれ
ば、小学校の国語を教えることができると。中学校の外国語、英語の免許
をもっている教員が小学校の英語を教えることができる、というような形
になっていますので。逆に小学校の免許しかお持ちでない小学校の先生は
中学校の今言った英語だったり、数学だったり国語だったりを教えること
はできませんのでそういった形になっておりますので、中学校教員が小学
校で小学生に授業を行うことは可能となっております。

ありがとうございます。

現在も乗り入れ授業というのをやっています。

そうですね。今現在そういった形で兼務発令をして、乗り入れ授業という
形で小学校に行っている教員もいますので、実際に取り組んでいるところ
でもございます。
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Ｄ

土屋課長

Ｄ

土屋課長

ありがとうございます。了解いたしました。逆にって言ったらあれなんで
すけど、小学生のなんて言うんですかね、教科以外の生活指導的なものっ
て言うんですかね、そういう部分に中学校の先生が入るようなことってあ
ったりするんでしょうか。

やはり一番指導をしていくのはまず、担任の先生であると思います。そう
いったところで、一つの事例が起きたというようなところでもどのように
指導していったらよいかというようなところで、そういった会議ではない
んですが、そういうところの打合せ等に小・中の先生方が一緒になって情
報共有しながら進める事は可能かなと考えていますので。直接なかなかそ
の中学校の先生が、というのは、授業中に起きている中学校の先生が授業
をやっていて授業中に例えば起きたことであればその場で当然指導はいた
しますが、基本的にはやはり小学校の担任、小学校のことであれば小学校
の担任の先生がまず中心となって進めていくイメージとなると思います。

ありがとうございます。それで今ちょっと質問した、あのう小学校と中学
校で大学で資格を受けるためのカリキュラムがかなり違うと思うんですよ
ね。小学生を教えるための免許を取る方って４年間そういう教育をみっち
り受けていらっしゃって、で他の中高とかの専科の場合だと自分の専攻を
やりつつそういう教育の授業もやってというので、おそらく、教育の基礎
の部分の指導を受けてきた数とかもやっぱり違うので、小学生を指導する
にはそれなりのそういうノウハウだったり、それまでの教育を自分が受け
てきたというのもやっぱり必要になってくるものだと思うので、小学生の
指導経験があんまりない先生と小学生との間に何かあったときにうまく対
処できるかなと。さっきあのお話しいただいたように基本は担任の先生が
なんとかやってくださる、中心に問題を解決してくださる。で、会議も
小・中合同でやってくださるということで、ある程度そこで解決はできる
のかなとは思うんですけれども、やっぱり小学校の先生と中学校の先生っ
てかなり根本的なところが違う職業っていったらちょっと大袈裟ですけれ
ども、ある程度違う専門の方なのでそういう方たちが、小学生に対しての
生活指導的なケアをあんまり、中学校ベースで考えてしまうとたぶん色々
と問題が起きやすいので、ちょっとそこも心配かなと思っていたのですけ
れども。すみません。

今まさにおっしゃっていた通りで、中一ギャップという言葉も先程出てき
たと思うんですが、この小学校と中学校の違い、まあ生活もそうですし学
習もそうですし、本当に小学校の先生がすごく丁寧に授業をしていたとこ
ろが、中学校になると急に授業のスピードが速くなるとか。よくある一般
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Ｄ

石田課長

Ｂ

石田課長

的な話ですけど、中学校に行ったら急に厳しくなったとか、先生が厳しく
なるとかってイメージがあると思います。まさに小学校の文化であった
り、中学校の文化であったりというようなところ、このギャップをなくそ
うというのがこの小中一貫教育になっておりますので、すでに毛呂山町に
ついては、小学校と中学校でよく合同研修をやっていて、そういった生活
の決まりであったりだとか授業の進め方であったりだとか、お互いの良さ
を生かすような形で研修を重ねております。そういった先生方、もう本当
に中学校の先生だからという固定的なイメージが出てくると思うんです
が、そうではないような形。小と中でやはり交流しながらお互いの良さを
しっかりと認め合いながら子どもたちに接しているような形を作っていま
すので、もっともっとそれが、より一つの校舎であったり、一つの敷地に
なるとその良さがもっと生きていくというのが今回の計画ではありますの
で、ご心配のところは重々承知しているのですが、そういった心配もほと
んどなくなる計画であると思いますので、ぜひご理解いただけたらと思い
ます。

ありがとうございます。ちょっとまとまらないですけれども、いろいろ、
はい。了解いたしました。ありがとうございます。

ありがとうございました。説明など始めてからそろそろ１時間の上の時間
が経ちました。ご質問がたくさん出ましたけれども、もし、その他ご質問
がないようであれば、ここでいったん本日の説明会を閉じさせていただき
たいというふうに考えますが、ご質問お持ちの方いらっしゃいますでしょ
うか。お願いいたします。

すみません。終わりがけに一つ。泉野小学区のＢと申します。今先程小中
一貫校のずっとお話しをいただきまして、泉野小学校の方とそれから、光
山小学校がそれぞれ使われなくなるということで、実際に今後どのような
活用、建物は建物で残しておくことになるかとは思うんですけれども、実
際その、活用であるとか、そういったもののビジョンて何かあったりする
ものでしょうか。もしあれば少しお聞かせいただきたいなと思います。

ご質問ありがとうございます。その後の学校施設の方の利活用ということ
ですけれども、当面の間、利活用していくという方向ではあるのですけれ
ども、具体的に何に使うというところはこれからしっかりと考えていきた
いと思います。ただ、やはり住民の方々にしっかり使って頂けるような何
かを検討していきたいというふうにも考えておりますので、よろしくお願
いいたします。
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Ｂ

石田課長

髙沢教育長

ありがとうございます。実際に子どもが少なくなってきて、やはり活用に
ついてというところが自治体としてはすごく難しい課題なのではないかな
とは思うのですけれども。川島町のようにぜひ、映画とか撮影とかに使わ
れるようであれば、もうちょっと活性化、毛呂山町が活性化できるような
何かに使っていただけたらなとも思いますし、また能登半島の地震の時の
ような災害の時の被災地として、避難所としての開設というような目的も
ございますし、せっかく私自身も卒業した泉野小学校が全く何も活用され
ないで残ってしまうだけというのもちょっと寂しいなというのが正直、住
民の意見だと思いますので、ぜひちょっと活用方法については、また検討
していただけたらなと思います。よろしくお願いいたします。ありがとう
ございました。

ありがとうございました。それでは本日の説明会、ここで一区切りという
ふうにさせていただきたいと思います。最後に教育長から一言お願いいた
します。

本日は貴重な時間をいただきまして、編成計画の（案）の方の説明をさせ
ていただきました。どうもありがとうございます。また色々な提言等、そ
れからご意見等もいただきましたので、持ち帰って良い方向に行くように
ぜひ繋げていきたいと思います。最後に頂いた校舎の利活用なんですけれ
ども、実は小学校のグラウンド等はスポーツ少年団、野球ですとかそうい
うのに使っております。それから体育館の方も町民に開放しております
し、避難所となっている、そういう施設もございます。町の方向性もそれ
をこう含めて今後利活用については検討させていただく予定になっており
ます。私、教員時代もそして校長としても両中学校に勤めさせていただき
ました。ですので学校の様々な配置ですとかそれから活用の仕方等につい
ては、十分分かっているつもりなんですけれども、さらに今後子どもたち
のために良くなるにはどうしたらいいかということも踏まえて今回検討さ
せていただいております。小・中学校の編成をしながら、そして施設設備
を編成しながら、そして先程から申しているとおり、授業内容、学習の内
容等、カリキュラムも十分編成して子どもたちのためにより良い教育環境
をぜひ提示させていただけたらと思います。どうぞよろしくお願いいたし
ます。本日は貴重な時間をいただきまして、ありがとうございました。今
後ともぜひ、ご理解いただけるように私たちも努めてまいります。どうぞ
よろしくお願いいたします。ありがとうございました。
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石田課長 以上をもちまして、毛呂山町立小中学校学校編成計画（案）に関する説明
会を終了いたします。ご協力ありがとうございました。


